
子ども家庭福祉
Child and Family Welfare52105 谷村和秀 専門 2 選択 1年前期

科目の概要

保育者（幼稚園教諭及び保育士）として子どもやその家庭に関わるにあたって、それらの生活実態の変化と福祉ニー
ズ、子どもの権利条約、子ども家庭福祉に関する法・制度とサービスの体系について、それらの概要を理解する。保育
者として獲得した知識を活用し、子どもやその家庭が抱えている課題を発見し、子ども家庭福祉のサービスが結び付け
られるようになる。これらの内容は、ディプロマ・ポリシーの①～⑤に相当する。

学修内容 到達目標

① 現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷
を理解する
② 子どもの人権擁護について理解する
③ 子ども家庭福祉の制度や実施体系を理解する
④ 子ども家庭福祉の現状と課題を知る
⑤ 子ども家庭福祉の動向と展望を考察する

① 現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷につ
いて説明できる。（D.P②③④⑤）
② 子どもの人権擁護について説明できる。（D.P①②③④
⑤）
③ 子ども家庭福祉の制度や実施体系等について説明できる。
（D.P②③④⑤）
④ 子ども家庭福祉の現状と課題について、考察できる。
（D.P①③⑤）
⑤ 子ども家庭福祉の動向と展望について、考察できる。
（D.P①③⑤）

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 課題をするのに必要な知識について、教科書・文献を使って自己学修をすることができ
る。

働きかけ力

実行力 講義を受動的に受けるのではなく、能動的に行動し、やり切ることができる。

考え抜
く力

課題発見力 思い込みや憶測でなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができ
る。

計画力

創造力

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

講義で学んだことを整理し、内容を的確な文章で表現できる。

教員や学生の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。

遅刻、無断欠席など、学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するルールを
守ることができる。

テキスト及び参考文献

テキスト：『シリーズ　最新はじめて学ぶ社会福祉「児童・家庭福祉」-子どもと家庭の最善の利益-』立花直樹・渡邊
慶一・鈴木晴子・中村明美　ミネルヴァ書房　2400円
参考文献：なし

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：社会福祉、社会的養護Ⅰ、子ども家庭支援論、保育実習Ⅰ・Ⅱ、保育実習指導Ⅰ・Ⅱ
施設実習Ⅰ・Ⅱ、施設実習指導Ⅰ・Ⅱ
資格との関連：保育士

学修上の助言 受講生とのルール

・日頃から、子ども家庭福祉に関するニュースに目をとめ
てください
・配布プリントや資料はしっかりノートにまとめておくこ
と。

・授業に必要なもの以外は、机の上には置かないようにすること
・正しい姿勢で受講すること
・授業中の私語は慎み、積極的に受講すること。
・欠席6週以上欠席すると、筆記試験を受けることができない
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

下記の条件を満たして、S（秀）もしくはA（優）とする
①現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷が
説明できる。
②子ども家庭福祉と保育との関連性及び児童の人権が説明
できる。
③子ども家庭福祉の制度や実施体系等が説明できる。
④子ども家庭福祉の現状と課題が説明できる。
⑤子ども家庭福祉の動向と展望が述べることができる
　※　総合評価90点以上はS（秀）、89～80点をA（優）と
する

下記の条件を満たして、B（良）とする
①現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷理
解できる。
②子ども家庭福祉と保育との関連性及び児童の人権が理解
できる。
③子ども家庭福祉の制度や実施体系等が理解できる。
④子ども家庭福祉の現状と課題が理解できる。
⑤子ども家庭福祉の動向が理解できる。
⑥総合評価79～70点はB（良）、69～60点はC（可）とす
る。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

80

①(1)「児童福祉」から「子ども家庭福祉」の変遷が述べることができる
(2)「少子高齢化」の現状が述べられ、対策が考えることができる。
②(1) 「子どもにとって最善の利益」が考え述べることができる
(2)「幼稚園」「保育園」「認定こども園」の法的根拠・対象が述べることができる
③(1)「子ども家庭福祉」に関わる行政機関や「児童福祉施設」の役割が説明でき
る。
(2)「児童相談所」の役割や「児童手当」などの社会手当について説明できる。
④「母子保健」「ひとり親家庭」「虐待・DV」「非行少年」「障がい児」等に関す
る法律・制度を捉え、方策を考えることができる。
⑤「子どもの貧困」の現状をと捉えた上で、方策を考えることができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

①

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓

10

毎週提示するリアクションペーパーをきちんと提出すること

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

①

0

②

③

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）
課題を取り組むにあたって、必要な知識を教科書・文献を使って自己学修をすることができたか。
（実行力）
一度始めたことは最後までやり切ることができたか。
（課題発見力）
思い込みや憶測でなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、課題を見極めることができたか。
（想像力）
物事を考える時に、固定概念に捉われることなくいろいろな方向から考えることができたか。
（発信力）
予習や講義での身につけた知識を整理し、的確な文章で表現できる。
（傾聴力）
教員や学生の意見を確認し、さらに自分の意見を述べることができる。
（規則性）
・遅刻、無断欠席など、学習意欲欠如をきたす行動をせず、授業が円滑に進行するルールを守ることができる

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



下記の条件を満たして、B（良）とする
①現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷理
解できる。
②子ども家庭福祉と保育との関連性及び児童の人権が理解
できる。
③子ども家庭福祉の制度や実施体系等が理解できる。
④子ども家庭福祉の現状と課題が理解できる。
⑤子ども家庭福祉の動向が理解できる。
⑥総合評価79～70点はB（良）、69～60点はC（可）とす
る。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

①科目の概要や達成目
標、評価方法につい
て、理解する。
②子どもや家庭にとっ
ての幸せを学ぶ
　※DVD視聴「こうの
どり」

講義
DVD視聴（Google
formによるレポート作
成）

①科目の概要や達成目
標が理解できる
②子どもや家庭にとっ
ての幸せを理解する。

（予習）シラバス、テ
キストの目次を熟読す
る
（復習）子どもにとっ
ての幸せを確認する。 90

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

2

①子ども家庭福祉の意
味・理念を学ぶ。
　（福祉とは何か。日
本国憲法第13条及び第
25条など）
②子ども、家庭を取り
巻く社会的状況（少子
化、晩婚化など）につ
いて学ぶ

DVD視聴の感想を
フィードバック
講義
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①子ども家庭福祉の意
味を理解できる。
②少子化・晩婚化につ
いて理解できる

（予習）
①福祉の意味を調べる
②少子化の現状を調べる
（復習）
①子ども家庭福祉の意
味・理念を整理する。
②子ども、家庭を取り巻
く社会的状況をまとめ
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

3

①イギリス・アメリ
カ、日本の子ども家庭
福祉の変遷を学ぶ
②子どもの権利擁護に
ついて学ぶ
　・児童の権利に関す
る条約
　・こども基本法
　・児童福祉法

講義
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①欧米や日本の子ども
家庭福祉の歴史的な流
れが理解できる。
②児童の権利に関する
条約の能動的権利につ
いて理解できる。

（予習）
　子ども家庭福祉の歴史的
変遷」の箇所を熟読する
（復習）
　①欧米や日本の子ども家
庭福祉の歴史的変遷をまと
める
　②児童の権利に関する条
約について、まとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

4

子ども家庭福祉の制度
と法体系について学ぶ
　①児童福祉法
　②児童福祉関係の法
体系
　③各種手当法

講義
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①児童福祉法の理念が
理解できる。
②児童福祉関係の法体
系が理解できる。
③児童手当の概要が理
解できる。

（予習）①児童福祉法の
理念について調べる。②
児童手当について調べる
（復習）①児童福祉法の
概要をまとめる。②子ど
も家庭福祉関係の法律を
まとめる。③児童手当を
含む各種手当についてま
とめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

5

子ども家庭福祉行財政と
実施機関について学ぶ
①国における実施機関
（子ども家庭庁、厚生労
働省など）
②地方における実施機関
（福祉事務所、児童相談
所）
③子ども家庭福祉の財政

講義
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①厚生労働省の役割を
理解する。
②児童相談所および福
祉事務所の役割を理解
できる。
③子ども家庭福祉の財
政を理解できる。

（予習）①厚生労働省を調
べる。
②児童相談所・福祉事務所
を調べる。
（復習）
①子ども家庭福祉の実施機
関（国・地方）について、
まとめる。
②子ども家庭福祉にかかわ
る財源を調べる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

6

児童福祉施設の役割・
機能について学ぶ。
（保育所、乳児院、児
童養護施設、児童発達
支援センター、障害児
入所施設等）

講義
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

それぞれの児童福祉施
設の役割と機能が理解
できる。

（予習）児童福祉施設
の定義を調べる。
（復習）児童福祉施設
の目的、利用者、専門
職についてまとめる。 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

7

保育・教育施設の役
割・機能を学ぶ。
①　保育所
②　幼稚園
③　認定こども園
④　地域型保育

講義
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①保育所・幼稚園・認
定こども園の役割と利
用者が理解できる。

（予習）
・幼稚園と保育園の定
義及び利用者について
調べる。
（復習）
・幼稚園、保育所、認
定こども園、地域型保
育の概要をまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

子育て支援サービスに
ついて学ぶ
①エンゼルプランから
新子育て安心プランま
での子育てに関する行
政計画
②地域子ども・子育て
支援事業

講義
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①それぞれの子育てに
関する行政計画の内容
が理解できている。
②地域子ども・子育て
支援事業の意義と役割
が理解できる。

（予習）エンゼルプラ
ンから新子育て安心プ
ランの変遷を調べる。
（復習）地域の子育て
支援サービスを調べる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

母子保健の理念やサー
ビスについて学ぶ
①母子保健の概要（母
子保健法及び児童福祉
法の内容）
②児童健全育成

講義
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①母子保健の理念と取
り組みが理解できる
②育児休業制度が理解
できる。

（予習）母子保健の理
念とサービス内容を調
べる
（復習）地域の母子保
健のサービス内容を調
べる

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

10

ひとり親家庭への福祉
サービスについて学ぶ
　①ひとり親家庭の現
状
　②ひとり親家庭への
支援

講義
グループワーク
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①ひとり親家庭の現状
が理解できる
②ひとり親家庭に対す
る支援が理解できる。

（予習）ひとり親の現
状を調べる
（復習）ひとり親家庭
に対するサービスをま
とめる 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

11

児童虐待とＤＶについ
て学ぶ
①児童虐待
②ＤＶ（ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ・ﾊﾞ
ｲｵﾚﾝｽ）

講義
動画視聴
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①ＤＶの現状と対策が
理解できる。
②児童虐待の現状と対
策が理解できる。

（予習）児童虐待やDV
定義について調べる。
（復習）児童虐待やＤ
Ｖ被害における子ども
や保護者の影響を調べ
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

12

①社会的養護の理念や概要に
ついて学ぶ
　(1)施設養護・家庭的養護
　(2)家庭養護（里親・養子
縁組）
②少年非行等への支援につい
て学ぶ。
　(1)少年法
　(2)児童福祉法による自立
支援

講義
グループワーク
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①社会的養護の理念及
びサービスの内容が理
解できる。
②少年非行に対しての
社会サービスが理解で
きる。

（予習）
①社会的養護の理念や概要を
調べる
②犯罪少年、触法少年、ぐ法
少年について調べる
（復習）
①社会的養護のサービスにつ
いて調べる
②非行少年に対する社会サー
ビスについて、調べる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

13

障がいのある子どもの
福祉・教育サービスに
ついて学ぶ
　①早期発見・療育
　②福祉サービス
　③教育サービス

講義
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

①障がい児への福祉・
教育サービスを理解す
る。

（予習）障がいの特徴
について調べる
（復習）障がい児への
社会サービスをまとめ
る。 180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

14

子どもの貧困家庭の現
状・対応について学ぶ

講義
リアクションペーパー
（Google　form）を作
成

貧困家庭の現状が理解
できる

（予習）
　絶対的貧困及び相対
的貧困について、調べ
る。
（復習）
子どもの貧困家庭の現
状・対応についてまと
める。

180

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

①　外国籍の子どもと
その家庭の現状と対応
について学ぶ
②　まとめ

オンデマンド
課題やりとり

外国籍の子どもとその
家庭への対応が理解す
る。

（予習）
①外国籍の子どもとその
家庭の現状を調べる。
（復習）
①外国籍の子どもとその
家庭の現状をまとめる
②全15週の内容をまとめ
る

270

主体性
実行力
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性


